
開催日程：                年     月         日（土），      日（日）

会場：香港大学

基調講演：

7月 16日（土）　12：50-13：50

久保田竜子 （ブリティッシュコロンビア大学）　

消費としての学び

 －言語学習のフレームを問い直す－

 

7月 17日（日）10：00-11：00

神吉宇一　（武蔵野大学）

市場化の進む世界における日本語教育のあり方

 －「語学」から「教育」へ－

協力団体 : 香港中文大学日本研究学科   第一日語暨文化學校   香港専上学院   国際交流基金北京日本文化センター   香港日本文化協会   J-POINT 日本語教室  良師学校日本語学科   
嶺南大学  Center for English & Additional Languages　香港公開大学    パソナ・エデュケーション   香港日本語教育研究会    TAMAGO語言研修中心   東大前日本語   港澳粤
日本研究大学連合会　香港大学専業進修学院　後援：在香港日本国総領事館　協賛：凡人社　ココ出版　くろしお出版　＊全て英語表記でのアルファベット順に記載されております。

2016 7 16 17

参加費：言語文化教育研究学会会員　5,000円　

            一般　6,000円

ウェブサイト：

https://sites.google.com/site/researchseminar03/ 

http://alce.jp/meeting/

合同開催：言語文化教育研究学会

        香港大学日本研究学科日本語プログラム

        つながろうねっト

言語教育の「商品化」と「消費」を考えるシンポジウム



言語教育の「商品化」と「消費」
を考えるシンポジウム
■商品化と消費って？

言語教育と経済的行為は切っても切れない関係にあるに
もかかわらず，これまで議論が避けられがちだったのでは
ないでしょうか。私たちは香港でのシンポジウムで「言語
教育の商品化と消費」について向き合い議論したいと考
えています。みなさまのご参加，お待ちしております。

7月 16日（土）　14：00-17：20
特定課題セッション : 

）学大科工ーニドシ（  ービルプッア・ンリズロ
日本の英会話学校における白人西洋男性の商品化と消費

）学大立州アジーョジ（  ーリ・ンーュキハ
「私達は永遠の英語学習者」
―年配 ESL学習者の余暇活動としての英語学習―

 ）学大港香（ 子璃瑠友大・堅陶
民間英語学校教師のアイデンティティの複雑性
―ある日本人教師のケース―

ギャヴィン・フルカワ ( 東京大学 )
コードの曖昧性と日本のテレビにおける英語の商品化

7月 16日（土）　17：30-18：30
特別セッション：
笈川幸司　
効果的な発音指導と学習者の話す力を引き上げる授業

■参加申込み方法
1. 以下の内容をメール本文にご記入の上，
meeting@alce.jp（シンポジウム運営委員会）まで
お申込み下さい。
件名：　香港シンポジウム参加希望　
本文：　お名前
　　　　ご所属（任意）

　　　　言語文化教育研究学会　会員 /非会員の別

2. お申し込みと同時に，以下の口座に参加費の納入をお
願いします。
言語文化教育研究学会会員※：　5,000円
一般：　6,000円

※今年度分会費納入済の方。未納入の方は，今年度分会
費を合わせてお振込みの上，その旨meeting@alce.jp（シ
ンポジウム運営委員会）までお知らせください。

【a．ゆうちょ銀行で手続きする場合】
記号：００１１０－９
番号：４５０２７５
名義：言語文化教育研究学会

【b．ゆうちょ銀行以外の金融機関で，手続きする場合】
銀行名：ゆうちょ銀行（金融機関コード：９９００）
支店名：〇一九店（ゼロイチキユウ店，店番：０１９）
口座種類：当座
口座番号：０４５０２７５
口座名義：言語文化教育研究学会

【c．海外から送金する場合】
1．のメールに「海外からの送金」とお書き添えください。
オンライン決済方法をご案内するメールをお送りします。
『PayPal（ペイパル）』によって，クレジットカード
（Visa，AMEX，JCB，Master Card，Discover※）
またはPaypal 決済で送金いただけます。
（※クレジットカード情報は，PayPal が安全に一元管理
し，当学会に知られることはありません。）

■【お願い】
振り込みの際，振り込み人名義の前に「HK」と入力して
ください。
振り込み人と申込者の名義は同一のものでお願いします。
送金にかかわる手数料はご負担ください（ゆうちょ銀行
口座ATMからの「電信振替」は手数料無料です）。

参加申込み締切：　2016年 7月 8日（金）

お問い合わせ　meeting@alce.jp

私たちは，「商品化」をある物や活動が経済的行為と結び
つき，価値を持つようになること，「消費」を人々が商品化
された物や活動に対価を支払い，手に入れ，欲望充実やア
イデンティティ構築のために費やすことと定義します。

当日申込も受け付けます。
当日申込の場合：
言語文化教育研究学会会員　500香港ドル
一般　600香港ドル


